
平成 ｌ８年 ９月 ２Ｏ日付けで原子力安全 ・ 保安院よ り、
「発電用原子炉施設 に 関す る 耐震設 計審査指針」（以下 「新耐震指針」と い う。）に 照 ら した耐震安全性評価 を実施す る よ う求め る文書が出され 、 当社は 、 美浜発電所平成 ｌ８年 ９月 ２Ｏ日付けで原子力安全 ・ 保安院よ り、
「発電用原子炉施設 に 関す る 耐震設 計審査指針」（以下 「新耐震指針」と い う。）に 照 ら した耐震安全性評価 を実施す る よ う求め る文書が出され 、 当社は 、 美浜発電所

「発電用原子炉施設 に関する耐震設計審査指針ｊの改訂 に伴 う当社原子力発電所の耐震安全性評価結果 中間報告の概要��

は じめ に��

●��

●��

平成 ｌ８年 ９月 ２Ｏ日付けで原子力安全 ・ 保安院よ り、
「発電用原子炉施設 に 関す る 耐震設 計審査指針」（以下 「新耐震指針」と い う。）に 照 ら した耐震安全性評価 を実施す る よ う求め る文書が出され 、 当社は 、 美浜発電所 、��

高浜発電所 、 大飯発電所 の 耐震安全性評価 を行 っ て き ま した 。��

また平成 ｌ９年 ７月 ｌ６日に は 、 新潟県 中越沖地震があ り、　７月 ２Ｏ日に は 、 経済産業大 臣よ り、 新潟県中越沖地震か ら得 られ る 知見 を耐震安全性評価 に適切 に 反映 し早期に評価 を完了す る 旨の指示があ っ 方 ｒ｝●か ら、��

当社は平成 ｌ９年 ８月 ２Ｏ日に耐震安全性評価実施計画書 を見直 した うえで 、 経済産業省お よび福井県 、 立地町等 に提出 しま した 。 さ らに平成 ｌ９年 ｌ２月 ２７日に は 、 原子力安全 ・ 保安院か ら、 新潟県 中越沖地震 を踏��

ま えた耐震安全件評価 に反映すべ き事項 （中間取 りま とめ）の 通知が あ りま した 。��

こ れ らを踏 まえ 、 本 日平成 ２Ｏ年 ３月 ３ｌ日、 地質調査結果 、 基準地震動 Ｓｓの策定結果 、 美浜発電所 ｌ号機 、 高浜発電所 ｌ号機 、 大飯発電所 ｌ号機にお け る 主要施設の評価結果な ど、 こ れ まで実施 してきた耐震安全性��

評価結果 に 関する中間報告を と りま とめ ま した 。��

【中間報告の ポイ ン ト】��

○新耐震指針に照 ら して 、 当社原子力発電所周 辺 の 地質調査 を実施 しま した 。��

○地質調査の結果 に基づき 、 当社原子力発電所 に影響の あ る活断層 を評価 し基準地震動 Ｓｓ
※１を策定 しま した 。��

○策定 した基準地震動 Ｓｓ　（美浜 、 大飯発電所 は最大加速度 ６ＯＯガル 、 高浜発電所は最大加速度 ５５Ｏガル）に よ り、 原子炉建屋や安全 卜重 要な機能 を有す る耐震 Ｓク ラス の主要な施設※２
の 耐震解析 を実施 し、 耐震��

安全性が確保 されて い る こ とを確認 しま した 。��

※ｌ；新耐震指針で要求 されて い る原子力発電所 の 耐震設計 に用 い る地震動��

※２；美浜発電所 ｌ号機 、 高浜発電所 ｌ号機 、 大飯発電所 ｌ号機 の 原子炉容器 、 蒸気発 生器 、 炉内構造物 、

―次冷却材管 、 余熱除去ポ ン プ、 余熱除去配管 、 原子炉格納容器 、 原子炉建屋 、 原子炉補助建屋 、 制御棒 （挿入性）��

新耐震指針 に照 らした耐震安全性評価の流れ��

新耐震指針 に照 ら した耐震安全性評価の 最終報告 まで の 流れは 、 図 －ｌの とお りです。��

なお 、 今回 の 中間報告 に お い て 、 新潟県Ｅ��

事項 の評価 も行 い ま した 。��

－今回の Ｅ��〕間報告で実施 した もの��

耐震安全性評価 （中間報告）の概要�� 図 －ｌ－②　地質調査の範囲��

〕越沖地震 を踏 まえた耐震安全性評価 に反映すべ き�� １　地質調査の概要�� 竃甑から宰罍３臨ｍ��

書 費 鳶��

：今回 の 弓��５間報告で
一部実施 した もの��

ｊ
′��

―Ｈ�� 地質調査の実施 ・活断層の評価 （別紙１． ２）��

新耐震指針 に照 らして 、 実施 した主な調��

査項 目は以下 の とお りです。��

な お 、 美浜発電所 の 周辺 に つ い て は 、　日��

本原子 力発電株式会社の 敦賀発電所お よ��

び独立行政法人 日本原子力研究 開発機構��

の もん じ ゆ と近 い こ とか ら 、　３社で協 調��

して 、 調査 ・ 評価 を実施 して きま した 。��

、��

ｌ��
基準地震動Ｓｓの策定（別紙３）��

　��
震源 を特定せず策定す る��敷地 ごとに震源 を特定 し��

て策定する地震動�� 地震動��
）

／��
ｒ、

－〆��

検討用地震の 選定�� ｒ��
文献調査 ・ 空中写真判読の実施��

嵩濠発電爾ｂ��、ら躍＼��
＼　 　́　　　　　

ー　
‐��

Ｊ��最近 の 文献 を調査す る と と も に 、 敷地��

か ら半径約 ３０ｋｍ の 範囲 に つ い て 空 中��

写真判読 （変動地形学的調査）を実施。��

→��
窟 爵 瀞��

応 答 ス ペ ク ト��ル に��断 層 モ デ ル を 用 い��

た地震動評価��

太艫艷霍所から串控８０ｋｍ��

．
′��

基づ く地震動評価��
＼��

参照��
４��
地表地質調査の実施 （ｌ：１臺巍の範囲）��

／��

海上音波探査の実施 （��
ｒ��

１ー１　
，

　��

〆
‐

／�� の範囲）��
＼��

基準地震動 Ｓｓ��
ｌ‐��

ｌ
‐�� ●ｒ�� ●�� 敷地近傍 （敷地か ら半径約 ５ｋｍの 範囲）��

と 、 空 中写真判読結果 を も と に した主要��

な断層周辺 に つ い て 、 表土 をは ぎ と る な��

どしなが ら、 地質調査 を実施。��

図示以外の 範囲 も必要 に応 じて実施。��

ｌ��
施設の耐震安全性評価（別紙４��５． ６）��

●��

＼��

敷地か ら半径約 ５ｋｍの海域 を中心 に 、 最新 の調査技術 （ジ��

オパルス ・ マルチチ��

ャ ンネル音波探査）��

を導入 し、 海底の地��

質構造 を把握。��

安全 ト重要な建物 ・ 構造物��

の 耐震安全性評価��

屋 外 重 要 土 木 構造 物�� 基礎地盤安定性評価�� ＼�� 　��
の耐震安全性評価��

卜レ ンチ調査の実施�� ４��
航空重力探査の実施 （（二）��

ヽヽ��
の範囲）�� 既存 ・ 他機関の��

＼��
（●の地点）��

地盤に溝 を掘 り、��

直接断層 を確認��

する調査 を実施。��

海 か ら陸 に か��

けて の 地下構��

造 を把握す る��

た め 、　空 か ら��

探査 を実施。��

Ｅ－窟��

音波探査記録の再解析��
ー��

安全 卜重要な機器 ・ 配管系��

の耐震安全性評価��

地震随伴��事象に��対す る 考慮��

（周辺斜面の安定性）��

●��

地震随伴事象 に対する考慮��

（津波 に対す る 安全性）��

敷 地 か ら 半 径 約��

３０ｋｍ の 範 囲 の 海域��

の記録 を再解析。��

熊川 断層 の トレ ン チ��

調査 を公 開 （Ｈ１８１２）�� ＼��
図

－ｌ－①　耐震安全性評価の流れ��
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２　 活断層の評価

活断層評価にあたっ ては、
「新耐震指針」や 「中越沖地震を踏まえた反映すべき事項」（平成 ｌ９年 ｌ２月 ２７日 ：原子力安全 ・ 保安院）

にお ける活断層評価の考え方や趣旨を踏まえ 、 変動地形
※ｌ

や地下

２　 活断層の評価

活断層評価にあたっ ては、
「新耐震指針」や 「中越沖地震を踏まえた反映すべき事項」（平成 ｌ９年 ｌ２月 ２７日 ：原子力安全 ・ 保安院）

にお ける活断層評価の考え方や趣旨を踏まえ 、 変動地形
※ｌ

や地下

・��

２　 活断層の評価��

活断層評価にあたっ ては、
「新耐震指針」や 「中越沖地震を踏まえた反映すべき事項」（平成 ｌ９年 ｌ２月 ２７日 ：原子力安全 ・ 保安院）��

にお ける活断層評価の考え方や趣旨を踏まえ 、 変動地形
※ｌ

や地下構造の状況
※２

を重視 した検討を実施 し、 安全側に考慮 して評価を行��

い ま した。��

・ 従来の活断層評価を変更 したポイ ン トは以下の通 りです。��

※ｌ；変動地形 とは、 地殻の変動に起因する特徴的な地形をい い 、 地形の切断 ・ 屈曲、 携曲、 傾動 ・ 逆傾斜等である。��

※２；地下構造の状況を重視 した検討 とは、 地表付近の断層の連続 ・ 不連続の状況のみな らず、 断層面の向きや傾斜な どの類似性か ら、 地下での断層の連続��

の可能性も考慮 して 、

一連で活動する 断層の範囲を検討する こ と。��

耐震安全性呼価において考慮 した主な活断層��

（下表の変更理由欄に下記番号を記載）��

①変動地形 （地形の切断 ・ 屈曲、 摺曲な ど）な ど特徴的な地形を調査する こ とによ��

り活断層 と評価 した もの 。��

②地下構造の状況 を重視 した検討によ り、 別々の断層が地下で繋がっ て い る 可能性��

も考慮 した もの 。��

③詳細地表地質調査や トレンチ調査や最新の調査技術を導入 した海上音波探査な��

どによ る 、 よ り入念な調査の結果を反映した もの 。��

④旧耐震指針にお いて 、 過去に起 こ っ た地震 （歴史地震）や地震地体構造で評価 し��

て いた断層を、 調査結果に基づ く断層の長さで評価 した もの 。��

⑤断層の長さは変わ らな いがマグニ チー　 ドの算出方法の違い によ り、 変更 したも��

の 。��

▲��
【耐震安全性評価において考慮 した主な活断層】��

今回の評価�� こ れまでの評価
ｘｌ��

凡 例�� 断層名��
断層長 さ��

Ｌ（ｋｍ）��

マク
゛

ニチュ
ー 卜

’��

断層長さ��

Ｌ（ｋｍ）��

マク
’

ニチュ
ー ト

�゙�

Ｍ
※３��

変更理由��

Ｍ
※２��

従来の評価
ｘ’��

～�� １． 和布－

干飯崎沖断層�� 約 ３２�� ７． ３�� ※４��

Ｈ１５年度 断層関連摺曲の評価
ｘｚ��

①，②，③��

美浜発電所から半径３０ｋｍ�� ２． 甲楽城断層�� 約 Ｉ９�� ６． ８�� 約 ２０�� ７． ０�� ①，②，③��
新指針に基づ〈評価��

若 狭 湾��
／��

３． 柳ケ 瀬断層�� 約 ２８�� ７． ０�� 約 ２８�� ７． ２��
※１従来の評価とは 、 以下の時期を指す，��

美浜 ：Ｈγ 耐震安全性評価時��

大飯 ：Ｓ８２大飯１４号設置許可時��

高浜 ：Ｓ５５高浜１４号設置許可時��

※２椙曲 （地層のたわみ）構造を活断層と闊��

連付けて評価する新知見を踏まえて平成��
１５年度に評価の見直しを婁轟��

⑤��

／��

´

　
　

６
ｖ

′��

４． ウツロキ
’

峠北方－池河内断層��約 ２３�� ６． ９�� ※４�� ①，②，③��

５． 浦底－内池見断層�� 約 １８�� ６． ８�� ①，②，③��

６． 浦底―池河内断層�� 約 ２５�� ６． ９�� ①，②，③��

７．　白木―丹生断層�� 約 Ｉ５�� ６． ９
※５��

①，②，③��

ー�� ●�� ８．　Ｃ断層�� 約 Ｉ８�� ※４��

断��
①，②，③��

窟ー��

〆ヽ�� ９． 敦賀断層�� 約 ２３�� 約 ｌ９�� ７． ０�� ①，②，③��

ｌ０． 野坂断層�� 約 ｌ２�� ６． ８
ｘ５��

約 ７�� ６�� ①，②，③��

ｌｌ．　Ｂ断層�� 約 ｌ９�� 約 ｌ７�� ③��

ゑ��
゜

、��

Ｌ２． 大陸棚外縁断層�� 約 ｌ０�� ６． ８
※５��

※４�� ①，②，③��

ｌ３． 三方断層�� 約 ２７�� 約 ｌ８�� ②，③��

１４． 熊川断層�� 約 ２０�� 約 ２０�� ⑤��

｀

、��

。０６８��
　　��

１５． 花折断層�� 約 ５８��

長さは評価外��

（マク
’

ニチュ
ート

’

の��

みで評価）��

（地震地体構��

造で評価）��

④��

１�� ｌ６．　Ｆｏ
―Ａ断層�� 約 ２３�� ①，③��

Ｉ７．　Ｆｏ
－Ｂ断層�� 約 ｌ２�� ６． ８

ｘ５��

８
８��

●��

ｌ８．　Ｆｏ
－Ｃ断層�� 約 ３�� ６． ８

※６��
③��

ｌ９． 上林川断層�� 約 ２６��
・` ・

・
．

．��

①��

２０， 郷村断層�� 約 ３４��

２１． 山田断層�� 約 ３３�� ７． １��

長さは評価外��

（マク
‘

ニチュ
ート

’

の��

みで評価）��

（北丹後地震��

で評価）��

④��

奮 琶��瀞��

大飯発電所から半径３畩ｍ��

●注ｌ熾地から半控龝８０ｋｍ０範囲０主な醤断轟について国示していみｗ��

※１�� 「－」は旧指針で考慮対象外��

※２�� 断層面積か らマ グニチュ
ードを算出��

※３��松田式（断層の長さか らマ グニチ ュ
ードを関係づける経験式）によ りマ グニチ ュ

ードを算出��

※４��断層の長さ と敷地か らの距離を考慮する と敷地に与える影響は小 さい と評価��

※５��新潟県中越沖地震を踏まえた反映すべき事項の通知にお いて短い活断層によ る地震の想定は少��

な くともマ グニチ ュ
ード６． ８相当の地震規模を想定する こ とが記載されて い る こ とを反映��

Ｃ断層は、 美浜発電所の基準地震動 Ｓｓ策定において影響した活断層��

Ｆｏ
－Ａ断層は、 高浜、 大飯発電所の基準地震動Ｓｓ策定にお いて影響 した活断層��
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３．　３　 基準地震動 Ｓｓの策定

（Ｉ）敷地 ごとに震源を特定して策定する地震動 （活断層評価の結果か ら策定する地震動）

ａ． 検討用地震の選定
・ 活断層調査結果を踏 まえ 、 地震動評価の ため に活断層をモデル化 しま した

３．　３　 基準地震動 Ｓｓの策定

（Ｉ）敷地 ごとに震源を特定して策定する地震動 （活断層評価の結果か ら策定する地震動）

ａ． 検討用地震の選定
・ 活断層調査結果を踏 まえ 、 地震動評価の ため に活断層をモデル化 しま した

３．　３　 基準地震動 Ｓｓの策定��

（Ｉ）敷地 ごとに震源を特定して策定する地震動 （活断層評価の結果か ら策定する地震動）��

ａ． 検討用地震の選定��
・ 活断層調査結果を踏 まえ 、 地震動評価の ため に活断層をモデル化 しま した 。��

（概要□の 「耐震安全性評価にお いて考慮 した主な活断層」は全て断層モデルを設定）��

●��敷地に与える影響を検討する ため に 、 応答ス ペ ク トルに よる地震動評価を行い 、 比��

較検討 した結果、 影響の大き い検討用地震 と して美浜発電所においては 「Ｃ断層」、��

高浜発電所 ・ 大飯発電所においては 「Ｆｏ
ーＡ断層」を選定 しま した。��

応答スペク トルに基づく地震動評価 （図－３－①～図－３－③参照）��
●��選定 した 「検討用地震」を対象に地震動評価を安全側に考慮 した検討を実施 しま し��

た。��

●��その結果、 検討用地震の ス ペ ク トル 亭 卜凧る地震動 と して 、 美浜発電所 ・ 大飯発電��

所は最大加速度 ６００ガル、 高浜発電所は最大加速度 ５５０ガルの基準地震動Ｓｓ－��
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ｌＨ��を策定 しま した 。��
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●��鉛直動は 、 水平動の ２／３倍と しま した 。��

Ｃ��●�� 断層モデルを用いた地震動評価 （図－３ー④～図－３－⑥参照）��
●��評価にお い て は 、 特に地震動に影響を及 ぼすアス ペ リティ　（他の領域よ りも大きな��

地震動を出す領域）を発電所敷地 に近 い と こ ろ に想定する等 、 安全側に考慮 しま し��

た。��

●��検討の結果、 美浜発電所において 、 Ｃ断層の
一部の計算結果が Ｓ

ｓ－

ェｎ
亭 Ｆ凧る ため 、��

これを別途基準地震動 Ｓｓ－ｚｎ （最大加速度約４３０ガル）と しま した 。 なお 、 高浜��

発電所 ・ 大飯発電所にお いては 、 いずれの結果 にお い て もＳ
ｓ－ ｌｎを下回る こ とを確��

認 しま した。��

孤立した短い活断層に対する地震動評価 （新潟県中越沖地震を踏まえた耐震安全性��

評価に反映すべき事項反映）��

●��震源を特定 して策定する地震動の妥当性確認の ため 、 地質調査の結果短 く孤立 した��

活断層を対象 と して 、 マグニチュ
ード ６． ８相当 （白木　月生断層につ いては ６． ９）��

を考慮 した地震動評価を実施 し、 いずれの結果にお いて も Ｓ
ｓ－

ｌＨを下回る こ とを確��

認 しま した。��

（２）震源を特定せず策定する地震動 （活断層調査の結果にかかわ らず共通的に考慮する��

地震動）��

●��震源を特定せず策定する地震動は 、 地震調査委員会の 「震源断層をあ らか じめ特定��

しに くい地震」と評価された敷地周辺の過去の地震の分析も行 っ た結果、 加藤 ・ 他��

（２００４）によ る応答ス ペク トルを想定する こ と と しま したが、 基準地震動Ｓ
ａ＝ｊ０旦��

震源を特定せず策定する地震動を十分上回る結果とな りました。��
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図－３－①　応答ス ペ ク トル に基づく��

地震動評価 （美浜）��

図－３－②　応答ス ペ ク トル に基づ く��

地震動評価 （高浜）��

図－３－③　応答ス ペ ク トルに基づ く��

地震動評価 （大飯）��
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用 い た地震動評価結果 と基準地震動��

Ｓｓ　ェＨとの比較 （美浜，　
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図－３－⑤　Ｆｏ－Ａ断層を対象と した断層モデルを��

用い た地震動評価結果と基準地震動��

Ｓｓ－１ｎとの比較 （高浜，　ＥＷ方向）��

図－３－⑥　Ｆｏ－Ａ断層を対象と した断層モデル を��

用 い た地震動評価結果 と基準地震動��

Ｓｓ－，ｕとの比較 （大飯．　ＥＷ方向）��
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３． ４　施設の耐震安今ｌヰ評価 （美浜発電所 １号機）

（ｌ）安全́ Ｆ重専な建物 ・ 構築物の耐震安全性評価

原子炉建屋およひ０亰子炉補助建屋の耐震安全性の評価０７当声っ ては、 建屋全体の健全性を確認する観点から、

３． ４　施設の耐震安今ｌヰ評価 （美浜発電所 １号機）

（ｌ）安全́ Ｆ重専な建物 ・ 構築物の耐震安全性評価

原子炉建屋およひ０亰子炉補助建屋の耐震安全性の評価０７当声っ ては、 建屋全体の健全性を確認する観点から、

３． ４　施設の耐震安今ｌヰ評価 （美浜発電所 １号機）��

（ｌ）安全́ Ｆ重専な建物 ・ 構築物の耐震安全性評価��

原子炉建屋およひ０亰子炉補助建屋の耐震安全性の評価０７当声っ ては、 建屋全体の健全性を確認する観点から、 地震時��

の耐震壁のせん断ひずみ※を評価しました。��

地震応答解析モデルは、 最新の知見を踏まえ方 ←で設定し、 基準地震動Ｓｓによる解析を実施しました。 以下に、 原��

子炉建屋および原子炉補助建屋の解析結果を示します。　（図－４ー①～図－４―｛２》��

●��

●��

（２）安全上重要な機器 ・ 配膏糸の耐震安全性評価��

評価は、 原子炉を 「止める」 「冷やす」放射性物質を 「閉じ込める」といっ た安全上重要な機能を有１る膿��

Ｓクラスの主要な施設に対して実施しました。��
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基準地震動Ｓｓによる解析を行い、評価項目である応力や制御棒��

の挿入時間について、 評価基準値に照らして評１曲しました。��

こ こ ｃ評１曲基準値とは、構造強度評価の場合は材料毎に定められ��

た許容応力、 制御棒の挿入性評価の場合は制御棒挿入規定時間の��

こ とを指します；】��

ン
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した。　０←４→５》��
※；せん断ひずみ��
変形の程度を示す指標で、 上層��
と下層の間のせん断変形による��

眉間変位を高さで除したもの。��

ｒｒ��＠��

回��軍��
●��

…��

０５０７��

∞∞��
原子炉楮��

納睿器��

（（：｛Ｙ｝��

（）８０５��

「司��
０Ｓ０４��

∞∞��

０Ｓ０��

部��

醤��

ｒ
、��

＼
６
ー

川

同��

１��

ク

（��

鳶ｉ８；；矧��
＠��

原子炉��

補助罍屋��

（舟Ｂ十��ＧｒＴ�� 原��子��炉��

１讐��
保されているこ とを確認しました。 儘←４む��

●��
■▼��

曠��巍ｌｌ“��

ｌＡＢ０４��
恭←４１２）評価結果　（評価値≦評価基準値であれば、 耐震安全吽亭有すると言えます。 ）��
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図‐４｛２）原子炉補助建屋の解析モデルの概念図�� 余熱除去ポンプ��
基礎ボル トの構造強度��
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図‐４６）原子炉建屋の最大応答せん断ひずみ��
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養４１１）評価糸課��
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施設の耐震安令性評価結果��
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